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微細構造ウイルス学分野（野田研究室）

私たちは高病原性ウイルスの増殖機構と治療薬開発に関する研究を進
めています。主にインフルエンザウイルスとエボラウイルスを対象と
して、ウイルス増殖の分子機構や構造基盤、ウイルス感染に対する宿
主応答を解明し、感染症の制御につなげることを目指しています。

私たちの研究室が目指すのは、オリ
ジナリティの高いウイルス研究です。
クライオ電子顕微鏡や高速原子間力
顕微鏡を用いてウイルスの増殖機構
を解析できるのは、日本では私たち
の研究室だけです。また、 iPS細胞
やES細胞からヒトの鼻腔オルガノ
イドを作製し、鼻腔上皮におけるウ
イルス増殖や感染応答を実験室で再
現し解析できるのも私たちだけです。
従来からの研究手法だけにとらわれ
ず、新しい手法を積極的に取り入れ
たり、異分野の研究室との共同研究
を推進することで、ユニークなウイ
ルス研究をしたいと考えています。
また、視覚的に楽しくわかりやすい
研究をしたいと考えています。将来、
基礎研究の道に進みたいという学生
さんはぜひ一緒に研究しましょう。
研究室見学はいつでも歓迎です。連
絡お待ちしてます。
＊大学院生は【生命科学研究科】で
受入れています。
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京都大学は男⼥共同参画を推進しています。
⼥性の積極的な進学を応援します。

＊近年の論文（全て当研究室の学生/スタッフが筆頭著者の論文です）
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